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モロ

ッコの地質と鉱物資源

高島清(海外地質調査協力室)

KiyoshiTA肚sHIMA

まえがき

日本を出るまえはモロッコについてアフリカの北西

端ジブラノレタル海峡を挟んでイベリア半島と向いあ

っている国であることフランス語圏のイスラム王国で

あることまた年配の人しか知ら狂いと思われる古い映

画“外人部隊"で有名なカサブランカの街のあること

程度の知識しか持っていなかった筆者であった｡

しかし昭和55年3月国際協力事業団の派遣専門家と

して資源調査投資公社(B.R,P､肌,Bu｡｡aud.R｡｡h

erchesetdeParticipationsMinieres)での仕事のため

この国に入って以来この国の事情カミわかるにつれ訪れ

る客を相手にモロッコ事情を一くさり談ずるのもカ

ｰプを応援する広島市民と同じく一種の身びいきに感

じるほどになったと一人で苦笑しているこの頃である.

筆者同様この国に関する知識の少放い方を対象にして

最初一般事情にも簡単にふれ次いで本題の地質と鉱

物資源の紹介をすることにしたい.

一般事情

モロッコ王国(Royau㎜eduMaroc)は1956年3月2目

フランス領から離れ独立しベン･ユｰセフ首長がモ

ノ･メット5世として即位したものでこのため3月3目

は独立記念目として国家祭目になっている.

立憲君主制がとられ1961年国王急逝により皇太子

が即位し現在はムｰライ･ノ･ツサン2世が元首となっ

ている.1962年憲法が施行され国王親政内閣のあと

ベンヒマン内閣オスマン内閣そしてブアビット内閣

と続いている.

1971～73年にはクｰデタｰ未遂国王暗殺未遂反

国王運動など暗い政情をもっていたカミ西サノ･ラ問題に

対して1975年の西サノ･ラ非武装越境大行進をきっかけ

として国王の政治方針と国民の考えが一致したため

一般的には内政は安定し先般の国民投票においても

第1表鉱石生産量と販売価格
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1デイノレハム≒45円(1978)

≒30円(現在)

無煙炭

燐鉱

99%以上の支持率をもつ安定ぶりを示している.しか

し酉サハラのポリサリオ戦線対策石油エネノレギｰ対

策など数多くの問題を抱えておりこれらの解決に頭

を悩ましているのカミ現状である※1.

モロッコの面積は45万9千km2※2(日本の約1.3倍)

人口1,860万人(1978年推定)で人口密度は40人/km2で

※1最近,サハラ作戦総指揮官の交通事故死(?)を転機として,またポリサリオ戦線を応援するアルジェリアも石油価格の下落と

共に経済的に困り,両国間の外交も正常化にむいている｡

※2西サハラを含めると約71万km2となる.
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策2表モロッコの鉱物生産量

モロッコの鉱物生産量

(単位:t)

鉱種�年�19771978�1979�1980�1981

燐鉱石�17,572,254�19,017,000�20,036,000�18,758,495�18,562,160

石炭�707,000�720,000�710,000�680,000�703,000

鉄鉱�433,204�62,919�61,739�78,020�49,854

2酸化マンガン�113,5辺7�115,334�135,167�130,662�109,647

鉛精鉱�155,685�169,790�165,288�171,377�!68,406

亜鉛精鉱�22,153�10,444�12,908�21,443�14,669

コバルト精鉱�7,805�8,719�8,008�6,709�6,265

銅精鉱�12,112�12,213�23,657�20,447�23,304

バライト�149,920�174,353�286,667�358,311�463,869

磁硫鉄鉱�140.000�193,529�197,115�124,575�76.225

蛍石�40,000�59,300�63,200�64,400�66,700

アンチモン鉱�3,355�3,449�1,977�1,278�1,120

銀沈澱物(kg)�21,739�2!,875�33,345�24,897�一

金属銀(kg)�9,604�12.690�10,573�12,622�40,381

その64%がアラブ族30%カミベルベル族残りがその他

となっており言葉はアラビア語が公用語となっている

が都市部ではフランス説カミ便われまた北部スペイ

ン側ではスペイン語も話されている･ただ識字率60

%に達せず話せても読むことのできないものが多く

ラバトの商店街でも主人は字がわからず若い使用人に

来客応待をさせている店もしぱしぱみうけられる.

宗教はイスラム教が国教となっているが都市部には

キリスト教の教会もみられる･経済事情としては

1979年の国民総生産は約145億ドルで1人当り国民

総生産約740ドル経済成長率(実質)3.1%とたってい

る･主要産業は農水産業と鉱工業で鉱工業中の主要

鉱産物は燐鉱石マンガンコバノレト鉛鉱などとなっ

ており1977年の輸出は13億ドルに対して輸入は約32

億ドルと2倍以上を示し大巾な入超とたっている※3.

これらの赤字は観光収入在外モロッコ人の送金外

国援助などにより平衡をたもっていたが最近では軍事

支出や輸入の増大により恒常的赤字に悩まされっづけ

ているのが現状のようである※4.

とくに西サハラ問題はポリサリオ戦線(アラブ･サ

ノ'ラ民主共和国R.A.S,D)とのゲリラ戦に多額の軍事支出

を強いられていることと石油輸入などに大きな要因が

あると考えられる.我国との関係では政治的には特命

全権大使を中心に6名の館員専門家2名青年協力隊

30数名カミ派遣されており商社企業関係ではカサブラン

カァガデｰルなどカミ中心どたり商鉱工業活動カミ行われ

ている.ただ旧宗主国であるフランスなどヨｰロッパ

寄りの指向カミつよく日本のイメｰジとしては電気工業

(註)B.R,P.M､資料ならびにWorld

Mining,Yearbook1982年による.

製品(ラジオテレビなど)カメラ時計自動車などを通

じて知られていたり室手柔道などが有名であるほか

は日本がシノワ(中国)の一部だと考えている程度の

知識をもつものも多く東の国日本と西の国モロッコの

距離はまだまだ遠いという感じカミする.

先般ジブラルタル海峡トンネル橋梁関係調査団の

訪間で青函トンネル工事のフイルムが公開され好評

を博しているカミこのような調査団の来訪が徐々にでは

あるか日本認識につなカミって来つつあるというのが現

状のようである.

一般地質構造の特徴

先カンブリア代の終りから古生代のはじめに起った汎

アフリカ造山運動(Pan･Af.i｡｡nO.og.ny)が終るとア

フリカ大陸は安定したクラトンにたったカミモロッコを

含むこのクラトンの北西外縁帯は変動帯として残り古

生代以降も地向斜運動や造山運動の場と狂っている.

そしてこれらの構造運動はクラトンに近い南部から北

部の地中海岸に向って段階的に進展し基本的に南部の

アンチアトラス帯中央部のアトラス帯および地中海沿

岸のリフ(Rif)帯の3単元に大別されている.

アンチアトラス帯は先カンブリア系クラトンの縁辺

沿いに発達した古生代の地向斜帯で酉サハラ地域から

アルジェリア国境近くまで約600kmに亙てWSW-ENE

方向に伸長している.この地帯はこれより北側のモロ

ッコの各地帯がアノレプス造山運動を蒙ったのに対して

古生代末から中生代初めのヘルシニア造山運動期に剛塊

※31980年の輸出は約19億ドル輸入は約33･5億ドルであった.(為替レｰト1畦÷5DHとして)

※4アルジェリアとの外交関係の修復サノ･ラ間題解決などの先行に暗らい材料感がみられる.
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鉱床凡例

㊧金･銀･鉱床

鶴銅鉱床

○鉛(亜鉛･銀)鉱床

口磁硫鉄鉱床

□Wタングステン鉱床

F螢宿鉱床

Ba重晶石鉱床

Mnマンガン鉱床

Fe鉄鉱床

C眉炭

Osオイルシェｰル

Uウラン

/〔

〆pノ燐鉱層賦存区域

㌧ノ

第1図モロッコの地質構造区と主要稼行鉱床分布図

(註O印は出鉱中無印は探鉱開発中)

主要稼行鉱床名

1ウイシャン(Fe)14ズラヒナ

2カトナｰル(Pb)15ナウｰノレ

3チレミ(F)16シディボウタム

4シデイノ･セン(Pb)⑰ユｰソフイア

⑤ジエラダ(C)⑱ケッタラ

6ウェトニシャ(C)⑲ジェイノレボウト

7チマヒデイト(Os)⑳ドラスタｰ

⑧エノレハマン(F)21ワノ･ガ

9ジョアン(Pb)22アノレガナ

⑩ゼイダ(Pb)23アゼグｰノレ

⑪ミブラｰデン,アウリ(Pb)24ズコンドｰノレ

12ゼルム(Ba)⑳イムニ

⑬クリｰブガ(P)⑳イミテｰル

註○印は稼行中

(F)27チウイト

(F)28ブｰマデン

(Pb)29ウムジユラン

(P)30ブレィダ

(Fe呂08)⑳アシビミテｰノレ

(Ba)⑳タラクヌアマン

(Pb)⑳タサラウト

(U)34チゼルト

(Cu)35アゴジガル

(W)⑳ウアンシミ

(Cu)37ジジュアド
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化している一ヘルシニア変動は基盤の先カンブリア系

の比較的ゆるやかな盛り上りにより特徴づけられ現在

は盛り上りの中心部に露出した先カンブリア系を核とし

てインフラカンブリア系カンブリア系校ど古生代下

部を主体とする堆積岩類が広く発達している.

アトラス帯は高アトラス(HauトAt1.s)と低アトラス

(M･y･nAt1･s)の2つの山脈とその間の高盆地状平原お

よび低アトラスの両側に拡がる卓状低地メセタ(Meseta)

を含む地帯でアンチアトラス帯とは南アトラス断層に

よって境されている･この地帯は先カンブリア系およ

び古生界を基盤として発達した中生代の地向斜帯で第三

紀のアルプス造山運動により陸化したものであるが山脈

部は中生界地向斜の堆積盆の中心部であったことカミ

その連続した堆積相によってうかがわれるが一方メセ

タでは堆積作用が断続的であり基盤岩類もかなり広く

露出分布している.

さらにアノレプス造山運動期においても地向斜の中心部

が海抜3,000m以上の榴曲山脈を形成したのに対して

地向斜の周縁部にあたるメセタは弱い変形作用をうける

にとどまっている.

丑1地帯は古生層および中生層を基盤として形成され

た第三紀の劣地向斜(MiOgeOSyn･1in･)帯であり地質構

造的特徴から南ヨｰロッパ地中海沿岸地帯をめぐるア

ルプス造山帯の一環をなすものと考えられる･本地帯

はアルプス造山時に北から南に向っての強い押し上げカミ

繰り返され沿岸地帯に弧状の榴曲山脈か形成されさ

らに衝上性の多くの断層(Nappes)が発達している.

鉱床の特徴

モロッコを含む北西アフリカは南部アフリカ諸国に比

較して銅鉛亜鉛など非鉄金属資源の産出量が少な

い･しかしモロッコはこの北西地域では比較的これら

の資源の産出の多い国である.

既述のアトラス山脈地域に産する重要な資源として

鉄船亜鉛鉱があげられこのほか銅コバノレト銀

水銀アンチモニｰマンガン鉱だとが若干産出してい

る.一般に非鉄金属鉱床には日本のようだ造山帯と同

様に鉱種に変化があるけれども量的に乏しいという弱点

がみられる.しかしながら非金属資源として有名なの

は世界の1/4の生産をほこる燐鉱カミあげられこのほか

蛍石重晶石石こうなども知られている.

モロッコには燐鉱床の非常に大規模なものが賦存す

るにも拘らずエネルギｰ関係の資源には乏しく常に狂や

んでおり最近開発研究が進められているチマヒティト

(Timahidite)のオイルシェｰルもウラン鉱床探査も

モロッコ技術者に課せられた大きな課題といえよう･

これらのエネルギｰ資源や非金属鉱物資源については

別に項を改めて述べることとし今回は非鉄金属鉱床に

ついてその特徴を略記する｡

モロッコの非鉄金属鉱床の鉱床区は大きくや既述の地

質構造区に合致して3地区にわけられる.

I)アンチアトラス区

鉛･亜鉛および銅の鉱床が重要である.特に西部地

区ではコバルトモリブデン錫タングステンなどの･

鉱化も認められ先カンブリア代I期の花開岩に伴なわ

れるベリリウム鉱化作用も良く知られている･

最近開発が進んでいるTiouit,Imiterなどの金銀鉱

床も特徴的な鉱床の一例としてあげられる.

II)アトラス区(高アトラス･低アトラスおよびメセタ)

メセタに分布する大規模燐鉱床と副産物として伴なわ

れる低品位含ウラン鉱床が有名である.高アトラスか

ら中アトラスには数多くの鉛･亜鉛鉱床がよく知られて

いる･一部には銅の鉱化作用も認められ現在探鉱中

のワハガ(Wafagga)ウラン鉱床や日本とモロシコとの協

力調査を行ったオｰトムルヤウラン探鉱はこの区域内に

含まれる･ヘルシニア期の花開岩避入に関係すると思

第2図イミテｰル銀山の青化製錬所

現在は右手部分の坑内堀カ沖心となり先カンブリ

ア代P1一皿の砂岩･頁岩および火山岩などの成層

岩中に形成されたEW方向の断裂帯中に鉱床が形成

されている.

鉱石鉱物は自然銀輝銀鉱ポリバス鉱などの

銀鉱物と共に含銀四面銅鉱からブｰランジェ鉱

辰砂などまで産するが一方部分的に磁硫鉄鉱など

も認められ先カンブリア伏期の鉱化作用と考えら

れている｡しかし一部ではヘルシニア期以降の再

生富鉱化作用も受けているようである.
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われる鉛亜鉛鉱脈には銀鉱床として探鉱されている鉱

脈もありまたアンチモニｰ鉱脈なども知られている.

nI)リフ区

鉛亜鉛の鉱化作用と重晶石鉱床の分布が良く知られ

ている･一部にアンチモン鉱化作用がみられる.

I)アンチアトラス区

この区の地質環境の特性は大局的にみると大陸内陸

部に類似の初生鉱化作用とその後の変動による変形あ

るいは再生による鉱化作用という特徴的なパタｰンカミみ

られる.

a)先カンブリア時代初(PO,PI)期の花開岩類の避

入に関連してベリノレなどを伴なうペグマタイト型鉱化

作用が知られている･タセルイｰト(Tasserhirt)花南

岩中に認められる緑柱石またタゼナアｰト(Taz･nakht)

地方のペグマタイト中には緑柱石と共に少量のニオブ･

タンタル鉱物が随伴されているか他の大陸クラトン周

辺地溝帯のものに年較して規模は小さい.

しかし.G.シュｰベノレト(Choubert1972)校とが考え

ているような古期避大岩体を後期貫入岩体が取りこみ混

成岩漿化作用により後期のペグマタイトに多メの有

用鉱物が伴なわれるという現象はヘルシニア期の花嵩

岩中に緑柱石や気成鉱床などの賦存することだとから後

期の火成活動による鉱石成分の濃集富化とも考えられる

ようである.

b)先カンブリア時代中期(P1一皿P皿)にはオフィオ

ライトとこれに関連する火成活動そしてこれらに伴な

う鉱化作用カ漁られている･特にアンチアトラス東部

は西部より新しい地向斜堆積物により構成されているこ

と狂とからオフィオライト帯がプレｰトテクトニクス

におけるリフトゾｰンであった可能性は十分に考えられ

よう.このようなオフィオライト活動にとも放ってコ

バルトニッケルクロム鋼などの鉱化作用が行われ

たとみられる.またこのようなオフィオライト活動

後の石英閃緑岩の貫入によって富鉱化作用が行われブ

アセｰル(BouA･ze･)のようなかなり大規模の二次熱水

性コバルト鋼の脈状鉱床が形成されている.B.R.

P･M･によれば鉱量万400トン(品位Co1.2%Ni0.15%)以

上を示し年産1,700トン内外のコバルト精鉱が生産さ

れている.コバルト鉱は一般に砒化物(Skutterudite,

CobaltiferousL611ingite,Safforiteetc)よりなるが石英

閃緑岩中の鉱脈の中にはモリブデンウラン(brannerite)

金銀ニッケノレなど鉱物の組み合せも珍しいものが多

レ､.

一方このオフィオライト帯の南側にあたる西アンチ

アトラスは大陸的性格をもち火成活動や鉱化作用は極

めて弱かったが東アンチアトラスでは地向斜活動にとも

なう塩基性熔岩や火砕岩の堆積がありこれにともなっ

て層状たいしレンズ状の含銅硫化鉄鉱床が形成されて

いる｡日本にも知られているエル･ブレイダ(E1B1

･ida)鉱山の鉱床は別子型含銅硫化鉄鉱床の縮小版とも

いえそうである.

一般に鉱化作用は小規模ではあるカミ(鉱量300万トン以上

品位Cu2.7%)モロッコにとっては重要な産銅地域と考え

られている.

c)先カンブリア時代中期末(PI末)の花商岩類と

後期(P皿一皿)の火山岩類に伴なう鉱化作用としては西部

地域には小規模の花開岩中の鉄マンガン重石石英脈な

らびに石英安山岩質火砕岩にともなう小レンズ状マンガ

ン鉱床があるが経済性はない｡ただ東アンチアトラス

インライナｰに胚胎するテウィット(Tiouit)ジエマヌゥ

第3図ブレイダ鉱山の開発現況

左下の斜坑がルｰプ式に鉱体下部に向って切られ採掘の準備が行われている鉱床は先カンブリア代P皿の結晶片岩中に胚胎

する含鋼硫化鉄鉱床であるが層間摺曲微櫓曲により部分的に肥大し富鉱体を形成している.
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④(ゼィダ鉱床､エイトレァト南部の鉱化作用)◎(ミブラｰデン鉱床､アンマリｰ鉱体)

グルジ(Jemma-nOugou1･i)などの合金多金属脈状鉱床が

知られ自然金のほか銀銅鉛亜鉛錫などの複雑鉱

か珪化された破砕帯を充填して鉱床を形成し後者の鉱

脈中には少量の蛍石重晶石などをともなっている.

これらの鉱化作用はP1期の花商岩活動に起因する

と考えられているが先カンブリア時代の他の鉱化作用

に比較して異常でテゥイット北部にみられる火山岩分

布地域に胚胎するイミテｰル(Imiter)のような銀鉱床の

存在その他からむしろアトラス帯のヘルシニア期の熱水

性鉱化作用に類似しその生成時代の解明に興味がもた

れる.

B.R.P.Mでは関係会社によってテゥイットイミナ

ｰル底どの合金銀鉱脈の開発にあたっているが後者の

場合には部分的には%台の銀品位を示す自然銀の板状

晶や樹技状晶を産出しごく一部ではあるか辰砂フラ

イバｰシャイト含銀四面銅鉱なども産出し鉱物学的興

味も多い.

d)先カンブリア時代末期(P皿)の酸性火山活動火

山活動に関係した鉱染型銅鉱化作用は西北部から東部に

数多く分布しているが主として水成火山源堆積物を多く

1984年5月号

と{)なう火山地帯において優勢である.これらの地域

にはアロウス(A1.us｡)鉱床のように岩頭様火山岩の存

在や水道の潜在が想定されるよう狂小ドｰム構造の形

成どこれに伴うタラクンソウ(T･1･t･nlS･u･s)鉱床のよ

うなものも知られているカミ地質構造上鉱床の潜在を予

測させるような地域も多く今後の探査に期待がもたれて

いる.

e)インフラカンブリア系たらびにカンブリア系中に

胚胎する層状鉱床は大陸中央部のカタンガ地向斜活動と

類似性をもつ地域として注目されかつ類似の層状銅鉱

床の賦存からよく探鉱が進んでいる.これらの層状鉱

床はインフラカンブリア系の基盤岩層を主胚胎層として

広範囲にかつ多数発見されているカミいずれも低品位の

ものカミ多い.その原因に対する解明はまだ十分とはい

えないカミガタンガ地域に対して①鉱床胚胎母層か薄く

かつ岩相変化が著しい･②鉱層中にみられる堆積性構

造がほとんどみられない.③母層中における構造的規

制が明瞭ではなく且つ胚胎層位の変化が著しい･④初

生鉱石鉱物の組合せにおいて堆積作用中におこる化学�
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的変化から示される黒帯配列か殆んど認められないなど

その類似性の中にもかなり異なった性質をもっており今

後の研究課題の一つとなっている.

f)ヘルシニア造山運動に関連して花商岩類の盛んな

避入がみられるがこれらの構造運動による断裂破砕

帯には数多くの脈状鉱化作用か行われている.

これらの鉱脈型鉱床はアンチアトラスのクラトン北縁

からモロッコ全域に分布している.アンチアトラス東

部にはヘノレシニア期の重要なN-S系断層に沿って9k㎜

にも連続する銅を主とする参金属脈状鉱化帯〔ブｰスク

ル(B･uSk･u･)など〕が形成されており西部地区でも

脈状銅鉱床としてウァンシミ(Ouansimi)などが知られ

ている.このようにアンチアトラス帯には先カンブリ

ア時代紀の鉱化作用に重複してヘルシニア期にも数多く

の鉱化作用が及んでいることは明瞭で今後の研究課題

になっている.

モロッコにおいてヘルシニア期の鉱化作用が広範囲に

分布するのはアトラス帯でこれについてリフ帯にもヘ

ルシニア期以降の鉱化作用が知られている.鉱化作用

は高アトラス西部には銅鉱脈が知られているが一般的に

は多数の層状あるいは鉱脈状の鉛亜鉛鉱床によって

代表される.高アトラス帯と低アトラス帯とにより

換形に分離されている東部のオランメセタ帯ではアウリ

(Aou1i)鉱床などの鉱脈鉱床とともにミブラｰデン

(Mib1aden)ゼイダ(Zeida)などの層状鉛亜鉛鉱床カミ

分布しこれらは主としてジュラ紀から白亜紀との地層申

に胚胎している.とくにゼイダ鉱床はヘルシニア期の花

開岩類の上位に不整合的に堆積する基盤礫岩アノレコｰ

ズ砂岩中に層状に発達し現在までに総鉱量2,400万ト

ンが確認され月産11万トンの鉱石から3,500～4,000ト

ンの精鉱を産出している･現在の残存確定鉱量は1,300

万トン(Pb3,58%)となっている.

採掘は全て露天掘によって行われているが削土量の少

狂い基盤岩の花南岩類の周縁部は大半採掘済となりこ

れから表土70m以上に及ぶ深部の開発に入らなけれぱた

らないことか泣き所となっている.

これらのアノレコｰズ砂岩層中には白鉛鉱などの鉛鉱

石と共に微量のウラン鉱物を伴なっており付近にウラ

ン鉱脈も発見されているところからB,R.P.Mと日本

との協力調査を実施したカミ稼行対象と校るウラン鉱床の

発見には至らなかった.

しかしジュラ紀から白亜紀の赤褐色岩層や石灰質

第5図

ミブラｰデン鉱山は1926年から小規模に開発カミ行われ1957年に

は1,400t/目の出鉱をみた.現在600t/目(Pb品位10～12%)

銭の粗鉱処理を行っている.鉱床はジュラ紀ライアス統中部の石灰

岩層を母岩としその下位には二畳一三畳系および基盤の結晶片岩類

カミ存在している.鉱石は方鉛鉱重晶石よりなり10c㎜内外の厚

さで数枚の鉱層となり地層に沿ってほぼ水平的に拡がっている.

'鉱石中には白鉛鉱硫酸鉛鉱モリブデン鉛鉱(ウルフユニット)褐

鉛鉱(バナディニット)などの二次鉱物カミ伴なわれる鉱化作用につ

､いてはEpigeneticte1etherma1,Syngenetichydrotherma1,

されたがまだ満昆する結論には達していない､ただ層状鉱化帯

が断層裂がなどにより富鉱化するところも多い.

地質ニュｰス357号�
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匡コ白亜紀上中部層分布区域

竃

高アトラス平原のジュラ紀中部層分布区域

アトラス区のジュラ紀層分布区域･

肛皿基盤片岩類

�

250…

セノマン階古流水路の方向

セノマン階地層の厚さ

ス∴

多彩1

･.づメレシェ･一1

``瞭･.･.

･'/

一

巛

�

＼

圀

層理面に沿って

胚胎する鉛鉱

�

矢の形をした鉛鉱雲状団塊雲状団塊の雲状団塊の

(方鉛鉱と白鉛鉱)の鉛鉱銅鉱鉛鉱

二一二二二

一､.''･一■.'一■'一一.一一■一一粘土質一一一

1_一_'_一__■_二■_._■_■_一_一_1'_'_'_一_■_■_一_一_赤色砂岩層'

幾終二姫些坐_4些坐坐4〃坐瞭簑鞠

B珊卿議繍爾･/舳麻〃砺/爾爾

050㎞

第6図アトラス区東部の摺曲構

造帯の北縁部セノマン階堆

積岩申の古流水路に沿って

胚胎する銅鉛亜鉛の堆積型

鉱床(Caia(1969)による

模式図).

第7図ウラン探鉱坑道

坑口着手の切割部分の崖露出部の脱色帯中に黒色

部と黄色部が認められているがこの部分は硫化

鉄鉱団塊褐鉄鉱化粘土炭質物層などの混在す

る胚胎層でこの中にピッチブレンドカノレノタ

イトなどのウラン鉱物を含み高い放射能異常を

示す(A1okaにて03～125μR/hr)

第8図ベンダリｰル地区の燐鉱床は国営公社(O.C.P.,)

によって大福模に開発採掘が行われている.

1984年5月号�
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第9図ベンダリｰル燐鉱採掘場

露天掘

,､ゴ燐鉱質

･･＼べ表土:.･,.

I11一

一･(石灰竺牡圭

潔

'状.燐･鉱:･

｡鉱

･^パ'鉱･.,･･.'

･､窄･'.く粘土質)j､

第10図ベンダリｰル地域燐鉱床採掘切羽

燃黒ナ01～o･03!R/h･(･･一･･･…)の放射能異常11あ1現在1れ!の中からのウラン回収のための技術的検

(ユウソフイア)

カントｰル

ウエトアブドゥｰン

石炭質

黒色頁岩

石次岩層.1.

7(含燐妬)1霞石灰質

鰯チャｰト質

塵蔓含燐鉱マｰル質

口含燐鉱層

第11図中部モロッコ燐鉱層の対比図(･｡｡｡｡｡｡｡｡)

中アトラス

東
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鵠

苦灰質の含燐鉱石層には放射能異常帯も多く発見されて

おり島アトラス北西麓地帯ではワノ･ガ(Wafagga)など

でO･2-0･3%U308のカルノタイト質鉱石も発見されて

いるところから現在までの調査結果では小規模のアリ

ゾナ型の堆積鉱床であることが知られ今後の探鉱に期

待カミよせられている※1.

モロッコで最も知られている鉱産物は燐鉱石であるが

その代表的な産地はメセタ地帯で北側のリフ帯とアトラ

ス帯との間に大西洋岩から有名な古都フェズ市付近まで･

に発達する中生代後半から始新世初期の堆積岩中に胚胎

している･モロッコの燐鉱石となる堆積源のものは殆

んど海成合化石ペレット型のものでクリｰブガ(Khou

ribga)から大西洋岸ユｰソフィァ(Y.us｡｡ufia)まで拡が

り埋蔵鉱量400億トン(32-37%P.O､)にも及び世界の埋

蔵量の1/2を占めるともいわれる.

これらのペレット型燐鉱石中にはO.012-0,014%U3

0･を含むことが知られモロッコは米国会社との間でウ

ランを副産物として回収する技術開発の協定を結び1980

年からその準備作業に入っている.

第三紀火山活動にともなう鉱化作用はメセタ東北部

とくにリフ帯にみられるが何れも小型の銅鉛亜鉛

黄鉄鉱鉱脈よりたりこれらの分布はモロッコよりも東

方アルジェリアの方に発達している.一般に第三紀

鉱化作用は地中海沿岸地域に限定されており南ヨｰ

ロッパ型鉱床の発達する地域といえそうである.

化石源燃料資源に乏しいモロッコでは電源開発と共に

ウラン資源探鉱に意欲を燃しており現在までに数多くの

放射能異常帯を発見しているが中でも坑道探鉱まで実

施しているワハガ鉱床は小規模ながら米国アリゾナ型鉱

床との類似性もみられ興味がもたれている.また石油

頁岩･砂岩互層

空気ガス送入→

一

軍ζし棚

油分

!頁岩･砂岩互層

第12図チマヒデットオイルシェｰルの地下燃焼による

油ガス回収の概念図(計画中).

石

ガスの探鉱についてもメセタリフおよび大陸棚に

まで探鉱区域を拡大しB.R.P.Mでも年間12,000万デ

ィルム(D.H※2)の探鉱予算の1/3を鉱物探鉱残り2/3

のを石油ガスオイルシェｰルの探査にむげている.

とくに興味がもたれているのはチマビティト(Timahdit)

のオイルシェｰルで米国の会社とその開発について協定

カミむすばれ試験探鉱が進められている.

モロッコ王国は近年とくに西サノ･ラ問題などの難問を

かかえなカミら一方では国内資源の開発に熱心にとりく

んで実績をあげさらにジブラノレタノレ海峡に関する海底

トンネルあるいは橋梁による連絡についての技術的な

シンポジウムの開催などその活動が盛んで政治外

交の面では第三勢力の大き在推進力となっているようで

ある.

※註2D.H≒45円(1980)現在DH≒30円(1984)
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